
災語り部

被　災　3　県
民聞団体調査
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日課課款が
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伝承活動を継続する上での不安

※「どちらかというと不安がない」
「全く不安がない」は0％

伝承人材確保の見通し（計26団体）
1年後騒麺強圧日　‾8　－°匡擁翻
3年後藤ii車　上　デー臣⑧　様態1
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東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
伝
え
る
語
り
部
活
動
が
、
人
材
と
資
金

確
保
の
壁
に
直
面
し
て
い
る
。
民
間
団
体
の
調
査
で
岩
手
、
宮
城
、

福
島
の
2
6
団
体
の
9
2
％
が
伝
承
活
動
を
継
続
す
る
上
で
「
不
安
」
が

あ
る
と
回
答
。
多
く
が
今
後
の
見
通
し
が
立
た
な
い
と
し
、
対
応
を

模
索
し
て
い
る
。
日
日
で
震
災
か
ら
1
3
年
5
カ
月
。
南
海
ト
ラ
フ
地

震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
注
意
）
が
発
表
さ
れ
、
全
国
的
に
命
を
守

る
取
り
組
み
の
重
要
性
が
増
す
申
、
＼
ど
う
持
続
す
る
か
が
問
わ
れ
て

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
関
連
記
事
1
2
雪

「
震
災
を
伝
え
る
社
員
が
高
齢
員
は
1
0
人
ほ
ど
。
2
0
2
3
年
度

化
し
、
退
職
し
て
い
る
。
若
い
人
の
受
け
入
れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

を
ど
う
確
保
し
、
つ
な
ぼ
る
か
が
ル
ス
禍
前
の
6
千
〜
8
千
人
を
上

一
番
の
課
題
だ
」
。
震
災
学
習
列
車
回
る
1
万
人
台
で
、
県
外
客
が
半

数
を
占
め
る
。
団
体
客
へ
の
対
応

は
、
退
職
し
た
O
B
の
協
力
を
も

ら
う
こ
と
も
あ
る
。
だ
が
、
オ
ー

ダ
ー
メ
ー
ド
の
行
程
に
対
応
で
き

る
震
災
ガ
イ
ド
は
三
浦
さ
ん
一
人

だ。
沿
線
人
口
が
減
る
申
、
観
光
と

組
み
合
わ
せ
た
震
災
関
連
の
誘
客

は
会
社
の
収
益
面
で
も
大
き
な
意

味
を
持
つ
。
三
浦
さ
ん
は
「
継
続

的
に
訪
れ
て
も
ら
う
に
は
『
人
』

が
大
切
。
各
地
の
施
設
に
特
徴
が

あ
り
、
震
災
を
知
ら
な
い
世
代
も

伝
承
団
体
9
2
％
が
「
不
安
」

人
材
、
資
金
確
保
に
壁

と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
復
興
研
修
を
手

が
け
る
三
陸
鉄
道
（
宮
古
市
）
の

三
浦
芳
範
・
旅
客
営
業
部
シ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
（
6
3
）
は
打
ち
明
け
る
。

学
習
列
車
の
案
内
が
で
き
る
社

る

増
え
る
中
で
伝
承
し
て
い
け
る
よ

う
連
携
す
る
の
も
必
要
だ
」
と
語

る。
三
陸
鉄
道
を
含
む
被
災
3
県
の

団
体
へ
の
調
査
は
、
宮
城
県
石
巻

市
の
公
益
社
団
法
人
「
3
．
・
Ⅱ
メ

モ
リ
ア
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
6

月
に
実
施
。
語
り
部
の
人
材
確
保

は
、
半
数
の
1
3
団
体
が
「
3
年
後

の
見
通
し
が
つ
い
て
い
な
い
」
と

回
答
し
、
1
0
年
後
は
「
分
か
ら
な

い
」
を
含
め
2
4
団
体
に
上
っ
た
。

資
金
面
は
3
年
後
の
「
見
通
し
が

つ
い
て
い
な
い
」
「
分
か
ら
な
い
」

が
1
7
団
体
で
、
1
0
年
後
は
2
5
団
体

に増えた。
釜
石
市
鵜
住
居
町
の
い
の
ち
を

つ
な
ぐ
未
来
館
も
同
様
の
状
況
に

あ
る
。
当
時
の
小
中
学
生
が
防
災

学
習
を
生
か
し
て
避
難
し
た
「
釜

石
の
出
来
事
」
“
を
伝
え
る
な
ど
多

様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
、
2
3

年
度
は
2
6
8
件
を
受
け
入
れ
た

が
、
ス
タ
ッ
フ
は
4
人
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
担
う
の
は
実
質
的
に
、
語

り
部
の
川
崎
杏
樹
さ
ん
（
畿
の
み

だ。
来
館
者
の
日
程
や
内
容
の
調

整
、
語
り
部
、
事
務
作
業
を
限
ら

れ
た
人
数
で
担
い
「
バ
ス
ガ
イ
ド

と
旅
行
会
社
を
一
緒
に
や
っ
て
い

る
」
状
態
。
市
の
指
定
管
理
料
が

減
る
中
、
自
主
財
源
確
保
の
た
め

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
堰
や
し
た
く
て

も
、
人
手
が
足
り
な
い
ジ
レ
ン
マ

に
陥
る
。
震
災
を
直
接
経
験
し
た

語
り
部
を
求
め
ら
れ
が
ち
な
こ
と

も
、
次
世
代
に
「
伝
承
を
伝
承
す

る
」
上
で
課
題
の
一
つ
だ
。

「
現
場
の
頑
張
り
で
何
と
か
な

っ
て
い
る
が
1
0
年
、
5
0
年
先
は
正

直
見
え
な
い
。
後
輩
た
ち
が
や
っ

て
み
た
い
と
思
っ
て
も
、
つ
ら
い

と
続
か
な
い
」
と
川
崎
さ
ん
王
観

光
資
源
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

継
続
す
る
た
め
に
、
仕
事
と
し
て

成
り
立
つ
資
金
、
支
援
を
国
や
県

は
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
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支援望む声

「国民全体のため」切実

●行政による予算化を継続して
iほしい。震災学習は生徒にと
って格好の教材
eニーズに対応する人材が限ら
れ、今以上に人材育成に公的
支援を拡充していただきたい
e収益性の追求のみで継続でき
る事業ではない
e支援というより、当たり前の
ような予算化はできないのか
●伝承を仕事にする人材が数年
間でも専任で関わり、他施設
や団体との連携が進むこと
で、東北全体の震災学習の充
実や発信力の強化、日本全体
の防災力向上につながる

震災時の様子や教訓を伝える三陸鉄道のガイド。
のと鉄道の乗務員らが視察に訪れた＝7月下旬

海船棒

「
支
援
が
な
け
れ
ば
人
材
の

育
成
も
確
保
も
で
き
な
い
」
「
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
人
材
が
限
ら

れ
て
い
る
」
。
3
・
Ⅱ
メ
モ
リ

ア
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
宮
城
県

石
巻
市
）
が
東
日
本
大
震
災
の

語
り
部
団
体
に
行
っ
た
諷
盃
に

は
、
各
地
か
ら
切
実
な
声
が
寄

せ
ら
れ
た
。
来
訪
者
は
県
外
な

ど
地
元
以
外
が
多
く
、
国
民
全

体
の
防
災
意
識
向
上
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
し

て
、
国
の
支
援
を
望
む
声
が
上

がっている。
、【本記l面】

第
2
期
復
興
・
創
生
期
間
（
2

0
2
1
〜
2
5
年
度
）
後
の
公
的

な
資
金
支
援
に
関
す
る
設
問
で

は「拡充」が54％、／　「23年

度
レ
ベ
ル
を
維
持
」
が
4
6
％
だ

っ
た
。
「
伝
承
が
震
災
の
風
化

防
止
と
震
災
を
知
ら
な
い
世
代

へ
の
啓
発
に
重
要
で
あ
り
一
国

民
全
体
に
周
知
す
る
必
要
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
公
的
支
援
は

必
須
」
　
「
支
援
と
い
う
よ
り
当

た
り
前
の
よ
う
な
予
算
化
は
で

き
な
い
の
か
」
な
ど
の
声
が
あ

った。
∴
伝
承
継
続
の
た
め
に
必
要
な

こ
と
で
は
、
組
織
内
で
の
人
材

育
成
や
質
向
上
、
発
信
力
強
化
、

収
益
増
加
の
ほ
か
、
国
や
県
の

積
極
的
な
関
わ
り
を
望
む
回
答

が目立った。

活
動
資
金
の
使
途
は
人
件
費

が
最
多
で
、
広
報
費
、
施
設
維

持
費
、
視
察
・
研
修
費
が
続
く
。

「
人
」
の
重
要
性
と
と
も
に
、

広
報
や
展
示
、
研
修
の
必
要
性

が
指
摘
さ
れ
た
。

把
握
で
き
る
範
囲
の
来
訪
者

の
割
合
は
、
市
町
村
外
が
0
0
・

7
％
で
、
県
外
が
6
2
・
1
％
。

南
海
ト
ラ
フ
や
日
本
海
溝
㌧
千

島
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
で
は

早
期
避
難
で
犠
牲
を
減
ら
せ
る

と
さ
れ
る
中
、
全
国
の
防
災
力

向
上
に
資
す
る
活
動
を
担
い
、

地
域
外
か
ら
の
誘
客
に
も
貢
献

し
て
い
る
実
態
が
浮
か
ぶ
。

石
川
県
の
「
の
ど
鉄
道
」
の

乗
務
員
ら
が
能
登
半
島
地
震
の

経
験
を
乗
客
に
伝
え
る
「
語
り

部
列
車
（
仮
称
）
」
を
運
行
す

る
た
め
、
7
月
下
旬
に
三
陸
鉄

道
を
視
察
に
訪
れ
る
な
ど
新
た

な
動
き
も
始
ま
っ
て
い
る
。
．

同
法
人
の
中
川
政
治
専
務
理

事
は
「
教
育
旅
行
誘
致
や
多
く

の
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る

語
り
部
活
動
は
大
き
な
価
値

が
あ
る
。
復
興
予
算
を
負
担
し

た
全
国
民
の
た
め
に
被
災
県
と

し
て
役
立
て
る
取
り
組
み
で
も

あ
る
」
と
指
摘
。
「
伝
承
は
復

興
庁
が
掲
げ
る
本
来
の
役
割

で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
し
っ
か

り
果
た
し
て
ほ
し
い
と
多
く
の

団
体
が
考
え
て
い
る
」
と
訴
え

る。

受た市ご大だ


